〔研究ノート〕昭和女子大学附属昭和小学校における「総合学習」の意義と実践 子ども自らが活動を発展させ共に学び成長する学習を求めて by 小泉 清裕 et al.
I.はじめに課題と目的
昭和女子大学附属昭和小学校（以後「昭和小学校」または「本校」と記す）は，昭和28年（1953年）
の創立以来，「総合学習」と称する独自のカリキュラムを実施している。この「総合学習」は58年間
の昭和小学校の歴史上，現在まで受け継がれてきた活動である。「総合学習」の活動内容の具体的な
記録は，昭和39年（1964年）以降，毎年の研究報告書として発行されている『昭和っ子の研究』註1
に掲載されている。
「総合学習」は，昭和62年（1987年）に，その学習方法の特殊性と研究成果の意義を認められ，読
売新聞社が主催する，小学校，中学校，高等学校の教育活動に対する評価を目的とした，第36回読
売教育賞を受賞した。
その後，時代の変化に適合させるため，より効果的な「総合学習」の実践を求めて，平成14年以
来，「総合学習」の内容及び方法について再検討を行ってきた。そして，平成16年以降は，創立以来
実施されていた方法を変更して，新しい内容及び方法で行うようになった。
本論考では，次の三点について論及する。
第一は，本校が取り組んできた「総合学習」実践について，その目的と実践についての再検討を行
い課題を明らかにする。
第二に，課題の克服に向けた新しい「総合学習」のあり方を提言し，それに基づくチャレンジ的な
実践を紹介する。
第三に，本校が目ざす新しい「総合学習」について特色と課題を述べる。
なお，本校の「総合学習」の実施方法の変革の検討開始時期と，平成10年度小学校学習指導要領
において「総合的な学習の時間」が新設され実施が始まった時期とは重なっている。「総合学習」は
以前から本校独自に取り組んでいるものであるが，「総合的な学習の時間」の趣旨及び目的註2と多く
の点で共通性をもっている。
II.昭和小学校の「総合学習」の意義
『昭和っ子の研究』第2巻（昭和40年 1965年9月発行）の中で，「総合学習」の創設者である当時
の校長，人見楠郎は，「総合学習」を開始して十年以上が経過した時点で，「総合学習」のねらいを，
「学んだことを 体得することを目指している日頃の教科学習を，更に反復徹底して学習すると共
に，各教科学習によって得られた基礎能力を有機的に関連結合させ，独創的な研究にまで発展拡充さ
せるのが，総合学習の大きなねらいである。そのために設けられた中心主題（今年は理科）の解決に
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むかって，観察実験調査見学発表へとすすめる途上において，個人学習活動と共にグループ
学習を多分に採用し，生活全体を通して個性の伸長をはかり，児童の全人的円満な発達をとげさせた
いと念願している。」註3と述べている。
また，この期間の学習における評価は，計画性，創造性，調査態度，作業能率，発表力，協力性，
自主性，指導力，忍耐力，責任感，反省力，それに研究内容とまとめのテストの13項目が規準にな
っていたことも記載されている。
「総合学習」は，一年間の各教科の学習内容を再確認し，復習効果をあげることと並んで，各教科
の学習内容が有機的につながることを目的としていた。こういった理念や目的は，「総合的な学習の
時間」と共通するものである。創立以来，教科担任制をとる昭和小学校においては，教科横断化を図
り，学級担任教員と各教科担当教員とが常に相互の連携を図る必然性を生み出すことができる活動と
して企画されていた。その意味からも，「総合学習」の意義を主張することができる。
III.開始当初からの実施方法と課題
1.開始当初からの実施方法
昭和小学校では，一年間の各教科の学習内容を基本的に12月末までに終了させ，1月と2月を
「総合学習」の活動期間として位置づけ，中心テーマ（開始当初は理科系テーマと社会科系テーマを隔年
で行っていた）に基づいた研究活動を行う期間とした。対象は1年生から5年生までとして，6年生
を除く全学年の児童が「総合学習」に専念した。6年生はこの期間は，六年間の学習のまとめと，卒
業への準備期間として位置づけられていた。担任以外の専科の教員も，各学級の研究活動に補助的役
割を担って対応していた。
開始当初の時間的な記録は明確にされていないが，1月中旬から2月末の発表までの期間を「総合
学習」の期間として活動を行っていることと，その後作成された手引きから判断すると，約100単位
時間（以後，「単位時間」は「時間」と記載する）は使用していたと推測される。この時間内で，学級ご
との小テーマ決定から，舞台での研究成果の発表までが行われていた。
個人やグループでの研究成果の発表を学級で行い，最も印象深い部分や中核となるポイントを取り
上げて，1学級20分ほどの劇形式か純然たる発表形式に作り上げて，舞台構成を考えて，台詞や動
き，歌詞や曲などが作られ，発表のための大道具や小道具も用意した。
2月の発表会をもって，その年度の「総合学習」は一旦終了するが，次の年度に，一学年あがった
学年で，再度前年度と同じ大テーマを再考して11月に行われる昭和祭註4で展示形式の研究発表をす
るために，9月下旬から一定の時間数を「昭和祭研究」として行っていた。この期間の活動時間数は
約70時間と推定される。2月の「総合学習」期間を第一段階，11月の昭和祭発表に向けての活動期
間を第二段階として，双方を合わせて，約一年間の「総合学習」の活動が行われていた。（［表1］参照）
2.実施上の課題
「総合学習」を行う効果は認められていたが，主に課題が三点挙げられる。
第一に，期間や実施の時期についてである。1月から2月までの約二カ月間に，集中して「総合学
習」が実施されていたため，児童も教員も，短期間に集中して「総合学習」に没頭できるという利点
があった。しかし，この方法では，長期間にわたる動植物の育成や観察などを体験することはできな
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かった。また，発表会までの期間が限定されているので，一つのことについて，児童が試行錯誤しな
がら議論や検討をするような活動には不向きであった。
第二に，時間数と発表についてである。使用時間は，前述のように1月から2月の発表会までに，
約100時間を使用し，翌年の9月から11月の昭和祭までの期間で約70時間の，年間約170時間を使
用したと推測できる。「総合学習」の発表会と昭和祭での発表という，分断された二つの大きな発表
の場が用意されているため，それぞれの発表準備にかかる時間が多くなる傾向があった。また，2月
の「総合学習」の発表会と，11月の昭和祭での発表前に集中して活動を行うために，総合学習が児
童の既習事項の定着に大きな影響を与えたことはあったとしても，児童も教員も「発表」のための研
究や活動としてとらえていたことは否めない事実である。発表することが目的として大きな要素とな
っていたため，発表の方法や技術は高まるものの，反対に研究という点ではレベルが上がらないとい
う欠点があった。
第三に，研究テーマについてである。テーマは理科的なものと社会科的なものを隔年で行っていた
ため，学級のテーマを考える場合，過去の実践と類似する研究が多くなるという欠点があった。また，
毎年，主題が変わるため，一人の児童が六年間を通して継続的な活動として実践するのが難しいとい
う点も弱点として挙げられる。さらに，2月で一旦終了したテーマを，次年度になっても継続するた
め，学級の再編成が行われたり，担任教員が替わったりした後に，前年度の活動を引き継がなくては
ならないという点で，一年間の継続的学習の実施という点でのマイナスの要因があった。
IV.改善点とその取り組み
開始当初から毎年同様な方法で実施してきた「総合学習」には，前述のようないくつかの要改善点
があった。そこで，平成14年度以降，その改善を目ざして検討を重ねた結果，平成16年度からは何
点かについて実際に改善を図り，実践しながらその検証を進めている。
［表1］は開始当初の実施方法と現在の実施方法を比較したものである。
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［表1］ 開始当初の実施方法と現在の実施方法の違い
項 目 開始当初の実施方法 現在の実施方法
開始時期 全校一斉に1月上旬から開始。 新年度の4月初旬から随時開始。
発表方法及び終了時期
2月末の舞台発表を行った後，次年度の
学級再編成後，11月の昭和祭での展示
発表を行って終了。
11月の昭和祭での展示発表を中間発表
とし，同じ年度の2月中旬の舞台発表と，
その後のまとめをもって終了。
年間時間数
1月から2月の舞台発表までの約二カ月
間に約100時間。翌年9月から11月の
昭和祭までに約70時間を使用。年間時
間数は約170時間。
4月から翌年3月までの一年間を通して
約100時間を使用。「総合的な学習の時
間」での使用時間数を考慮して，約100
時間を設定した。
時間設定方法
2月の舞台発表会前の5週間，及び昭和
祭前の5週間に対して，週当たりの指定
された時間内で行う。
年間100時間を超えないことを条件に，
学級の状況に応じて，担任裁量で自由に
時期及び時間設定が可能。
研究方法
理科系，社会科系のテーマを隔年で設定
し，そのテーマに基づいて学級ごとの小
テーマを決定する。学年別のテーマがな
いため，各学級のテーマが重複しないよ
うに，全学年での調整を行う。
統一した全校テーマが用意され，そのテ
ーマに基づいて学年ごとのテーマが決め
られ，学年ごとのテーマに基づいて，学
級ごとのテーマを決定する。学級テーマ
の調整は各学年単位で可能。
平成14年度から行ってきた改善によって，「総合学習」は何点かの新しい特徴を有した。
課題の一点目に挙げられた期間や実施の時期については，4月から開始し，3月に終了するという，
その年度内でそれぞれのテーマを終了するため，学級担任が開始から終了までの一貫した計画を立て
ることができるようになった。4月に新たな学級が編成された時から，「総合学習」について学級で
議論をする機会があるため，「総合学習」が学級経営に良い影響を与えることが多くなった。「総合学
習」の実践にとって最も重要なテーマ決定までに，十分な議論を行い，児童が納得をして学級テーマ
に取り組む姿勢をもてるようになった。また，実施期間が長くなったため，試行錯誤や話し合い，活
動の振り返りなどが随時できるようになり，意図的に回り道をさせるような研究の方法をとらせる余
裕がもてるようになった。さらに，期間的余裕があることで，他学級や他学年の教員との情報交換を
する時間がもてることも有効な点である。そして，飼育や観察を伴う活動や，年中行事や季節との関
わりがある活動ができるようになったため，活動の幅が広がってきた。さらに，夏休みが個人研究の
期間として活用できるようになったことで，個人研究の内容が充実してきた。そのため，いろいろな
教科や分野などの側面からテーマにせまることができるようになった。
二点目の時間数については，期間は長くなったが，実施時間数は大幅に減少しため，教科指導に費
やす時間数を増やすことができた。実施時間数は減ったものの，期間が長いため，教員が試行錯誤を
したり，さまざまなものを体験したりすることができるようになった。
三点目の研究テーマについて述べる。現在の「総合学習」は，学園目標や学校目標を具現化する活
動の一つとして，［図1］のような構想を立てて実施できるようにした。さらに，全校テーマに準じ
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［図1］「総合学習」の構想図
た学年テーマを設定して行われている。なお各学年のテーマについては，子どもたちの興味関心を考
慮しながら，探究心が深まるよう，六年間を見通しながら再度検討しなおし，［表2］のように各学
年のテーマが決められ，全学年での学級テーマの重複が回避されるようになった。
［表2］は現行の全校テーマ，学年テーマと研究方法の項目をまとめたものである。
V.実践例の概要（2年生の学習活動）
以下に挙げる実践例は，平成20年度，第2学年の「総合学習」の取り組みを示している。第2学
年は3学級編成，各学級の人員は，1組37名，2組37名，3組37名である。
1.2年生「総合学習」の概要
本校では，2年生になると，いよいよ本格的に一年間かけての総合学習が始まる。一年間植物と関
わる活動を通して，季節による自然の変化に気付き，身近な自然と人の生活との関わりについて学ぶ。
栽培や観察，調理，実験など体験をもとに，できる限り本物に触れながら，さまざまな感覚器官を働
かせて植物の変化や生命力，特徴を感じ取らせることをねらいとしている。
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［表2］ 総合学習における各学年の研究方法
全
校
テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
生
き
る
」
学年テーマ 研究方法
一
年
生
ど
う
ぶ
つ
・生きている動物を観察する
・知りたいことを調べるために，図書館で本を探し借りる
・知りたい動物のことを本を使って調べる
・本に書いてあることを読み，必要な事柄をノートに書く
・分かったことや，思ったことを絵や文で表す
二
年
生
し
ょ
く
ぶ
つ
と
く
ら
し
・植物の栽培をして，観察したことを絵や文にまとめる
・植物を大切に育てようとする気持ちをもつ
・知りたい植物のことを本を使って調べる
・分かったことを順序立てて記録する
・調べたことを，友だちの前で，みんなに分かる声の大きさと速さで発表する
三
年
生
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
・実際にまちを歩き，詳しく見る
・気づいたことを，絵地図文でまとめる
・取材のために，あらかじめ質問したいことをよく考え，ノートに書き出しておく
・研究を深めるために取材して，その内容をまとめる
・自分の考えをもち，それをしっかりと発表する
・地域の役に立つことをやってみる
四
年
生
わ
た
し
た
ち
と
自
然 ・自分の調べたいことを決め，資料集めをする
・実験や観察を考えて実行する
・マナーを守って適切に取材をする
・調べたことを他の人に分かりやすく伝えるために，図や表にまとめる
・友だちと協力して効率よく作業をする
五
年
生
日
本
・統計資料などの情報を読み取り，正しく選択し，活用する
・図や表を正しく活用する
・論理的な文章を書く
・調べたことを図や表にまとめ，考察を行う
六
年
生
み
ん
な
で
生
き
る
・複数の資料から重要な情報を抽出する
・インターネットを活用した情報収集に頼りすぎることなく，文献を十分に活用する
・抽出した情報を，比較したり関係付けたりして結論を導き出す
・分かったことを論理的な配列になるように再構成し，レポート形式でまとめる
また，好奇心旺盛の2年生の子どもたちは，身近な生活の中に，植物が関わっていることを見つけ
ていくという目標に，意欲的に取り組むことができ，研究の意欲も持続すると考える。一つ一つの体
験で終わってしまうのではなく，そこから新たな疑問や知りたいことが生まれ，また一つ解決してい
くことで題材にせまっていけると，子どもたちの研究も深くなるだろう。一年かけて研究していくと
きには，いろいろな教科と結びつけ，小さな疑問も大切に扱いながら，とことんこだわって解決して
いく力を身につけさせたい。
さらに，題材だけでなく，気付きを共有する友達との関わり，インタビューなどを通しての専門家
との関わりなど，ものや人と関わることで，文献研究にとどまらない実のある研究となっていくと考
える。そして，その表現方法としては，観察記録の絵，図，文のほか，紙芝居に簡潔にまとめること，
視覚に訴えるように工夫して展示すること，動作も入れながら，聴覚にも訴えるような発表を心がけ
るなど，展示による中間発表，舞台註5での報告発表を通して，活動を振り返り，自分たちの言葉で
分かりやすく工夫して発表する力も身につけていく。
2.テーマにせまるための手立て
研究テーマ「自ら調べ，学び合う中で，こだわる力，関わる力，あらわす力を育てる」には，「体
験が十分にでき，本物に接することができるような環境づくりの工夫」と「題材にせまる手助けをし
て，自主性を喚起させ，持続できるような工夫」という視点で授業作りをしていく。［図1］に示し
た研究構想図に示された7項目の手立てについて，［表4］のような具体的な方法を考えた。
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［表3］ 平成20年度2年生の研究概要
実 施 学 年 第2学年
全校テーマ 「みんなで生きる」
学年テーマ 「しょくぶつとくらし」
目標
・テーマである植物に直接に触れること，調べることによって，植物の特性人間と植物の関わ
りをつかみ，さらに深く知ろうとする。
・植物と関わり，友達や人と関わり，調べたことや分かったことをまとめることができる。
・観察したこと，学んだことを，みんなに分かるように工夫して表現し，広げることができる。
指導計画 （全98時間）
第一次 テーマとなる植物を身近に感じる （15時間）
第二次 個人研究で知りたいことを深める （12時間）
第三次 研究内容を共有し，全体で研究し深める（36時間）
第四次 学んだことを発表する （35時間）
［表4］ 7つの手立てとその具体的方法
手立て 具体的な方法
（1）教材の工夫 ・一年かけて深く研究できる，広がりある教材を通して，主体的に学べるようにする。
・人間の生活に身近な植物を取り上げ，観察や調査，調理などが可能な教材を選ぶこ
とで，成長の変化を敏感に感じ取ったり，植物の不思議さや面白さを実感したりで
きるようにする。
（2）学習の場の工夫 ・教室や図書館だけでなく，学級園や構内の自然，緑いっぱいの学園の施設「東明学
林」註6を活用する。
・登下校時に目にする植物，店で見られる作物などに目を向けられるよう声かけをし
て，いろいろな場でテーマを意識できるようにする。
VI.2年2組の活動実践の詳細（平成20年4月～21年3月）
2年生の活動の中から，2年2組の「総合学習」の活動の詳細を示し，「総合学習」が目ざしている
ことの一端を紹介する。
○学年テーマ「しょくぶつとくらし」
○学級テーマ「竹」
○指導計画
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（3）教師の指導
支援の工夫
・子どもの発想や自主性を大切に，自分たちで多くのものに気付いていけるよう支援
をしていく。
・一人ひとりの気付きを学級全体に広げられるよう，進んで発表の場を作るようにする。
（4）ワークシートの
工夫
・普段の気付きや発見などは，ノートに書きためていく。
・観察記録はポートフォリオ形式でファイルにはさんでためていくことで，成長の変
化が分かるように，そして比較できるようにする。
・個人研究の発表に向けては，分かりやすくまとめるため，4枚の紙芝居形式をとる。
（5）学習形態の工夫 ・個人の研究や個人の気付きを皆の前で発表する形式，グループや学級全体での話し
合いの形式などさまざまな形式をとる。
・中間発表を展示にて行い，最後は舞台発表をすることによって，発表形式の違いに
よるまとめ方も学習できるようにする。
（6）指導案形式
内容の工夫
・題材となる植物を，いろいろな角度から見つめ幅広く感じ取っていくため，さまざ
まな教科と関連付けている。生活科（植物の成長，生活の中での関わり，行事との
結びつき），国語（観察記録，漢字の成り立ち，発声法，詩やことわざ調べなど），
図工家庭科（植物を使った制作調理，大道具小道具作り，模型作りなど），
音楽（音楽鑑賞，楽器演奏，歌作り）とも連携している。
・資料からの情報だけでなく，活動を通して，植物の特徴と自分たちの生活との関わ
りを学べるようにしている。
（7）板書計画の工夫 ・一年間かけての学習になるため，研究の流れが分かるものや，大切な気付きや発見，
話し合いの結果など重要なものは模造紙に書き，教室に掲示しておき，いつでも見
られるようにする。
［表5］ 2年2組の活動計画
第一次 テーマとなる植物を身近に感じる（15時間）
時期 時数 小単元 学習活動 特に重視する評価規準
主な他教科
との関連
45
月
6時間 植物とはどん
なもの
植物には種類があることを知る。
くらしに身近な植物について，
研究できるかどうかの見通しを
もとに検討し，話し合いをもつ。
テーマ決めをする。
くらしに身近な植物について興味
をもって調べ，これから始まる総
合学習について意欲をもつことが
できる。（関心意欲態度）
話し合いや資料などによって，ど
のような植物を調べたいか，どの
ように調べられるかを考えること
ができる。（思考判断表現）
読書（本の調べ方図
鑑の見方）
6月 9時間 竹を知ろう 竹の全体像を知る。（筍と出会
う竹の成長の仕方を知る生
活科東明学林で実際の竹を観察
する）
竹に関心をもち，積極的に調べよ
うとする。（関心意欲態度）
さまざまな感覚器官を使って竹の
全体像を知る。（知識理解）
生活科（観察季節の
植物）
国語（詩ことわざ
漢字の成り立ち観察
記録の書き方）
第二次 個人研究で知りたいことを深める（12時間）
78
月
6時間 竹について調
べよう①
（個人研究）
個人研究で知りたいことを決め
る。
調べ方の計画を立てる。
今までの経験や疑問に思っている
ことから，自分なりの研究課題を
もつことができる。（思考判断
表現）
研究の計画を立てることができる。
（思考判断表現）
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個人研究をしてまとめる。
［協同意識を深める体験］
竹を身近に感じる。（流しそう
めんの準備と実際竹製品探し）
目的を明確にして研究することが
できる。（技能）
生活の中での竹の使われ方につい
て理解する。（知識理解）
図工（工具の使い方
作業の手順竹を使っ
た制作）
生活科（風習の体験）
9月 6時間 分かったこと
を発表しよう
①
紙芝居形式で，個人研究の発表
をする。
研究した内容を工夫してまとめ，
分かりやすく伝えることができる。
（思考判断表現）
友達の発表を聞いて，竹の特徴や
使われ方について理解する。（知
識理解）
友達の発表に対して，そのよさを
話し合い，取り入れようとする。
（関心意欲態度）
国語（物語作り場に
応じた発表の仕方）
第三次 研究内容を共有し，全体で研究し深める（36時間）
10
月
15時間 竹について調
べよう②
（グルー プ研究）
個人研究テーマごとに内容をま
とめる。
［協同意識を深める体験］
竹の性質について知る。（竹筆
作り）
グループでの話し合いから，研究
内容をまとめることができる。
（思考判断表現）
体験を通して，竹の特徴をつかむ
ことができる。（知識理解）
図工（竹を使った制作）
11
月
14時間 分かったこと
を発表しよう
②
工夫をして，展示発表をする。
（昭和祭にて）
ポスターセッションをする。
研究した内容を工夫してまとめ，
伝えることができる。（思考判
断表現）
進んで原稿作り模型作りなどに
取り組むことができる。（関心
意欲態度）
書写（字形字配り）
図工（表したいことを
絵や立体工作に表す
活動）
12
月
7時間 竹について調
べよう③
（学級研究）
さらに学級全体で研究したい内
容を考える。
［協同体験］
竹の特徴や使われ方について詳
しく知る。（竹の楽器作り）
学級全体で，さらに研究を深めて
いくための話し合いに意欲的に参
加できる。（関心意欲態度）
竹の特徴や使われ方を知るための
活動に積極的に取り組もうとする。
（関心意欲態度）
音が出る仕組みを理解し，工夫し
ながら楽器制作ができる。（技能）
図工（竹を使った制作）
音楽（楽器の音色音
の強弱リズム）
第四次 学んだことを発表する（35時間）
1月 6時間 台本の内容の
話し合い
研究してきた一年間を振り返り，
伝えたいことを話し合う。
舞台で伝えたいことを考えること
ができる。（思考判断表現）
国語（用途に応じた文
章表現）
2月 24時間 分かったこと
を発表しよう
③
分かりやすく伝えるための工夫
や練習をして，舞台発表をする。
伝え方を工夫することができる。
（思考判断表現）
大きな声で分かりやすく，かつ協
力しながら発表することができる。
（技能）
音楽（歌詞と曲作り
合奏）
国語（場に応じた発表
の仕方）
3月 5時間 まとめ 竹と人の生活との関わり方につ
いて考える。（先人の知恵竹
の活用）
一年間を通しての自己の成長を
振り返り，これからの自分につ
いて考える。
竹について調べたことや分かった
ことを進んで生活の中で生かそうと
するとともに，自己の成長を確認
し，自分たちでさらに学習を深めて
いこうとする。（関心意欲態度）
竹と人の生活との関わりを結びつ
けて考え，これからの利用法につ
いても考えることができる。（思
考判断表現）
竹のこれからの利用法について情
報を集め，自分なりに活用につい
て工夫できる。（技能）
竹の特徴とそれを生かした人の生
活との関わりについて理解できる。
（知識理解）
1.実際の学習の展開
（1） テーマとなる植物を身近に感じる（第一次）
（1）① 「テーマ決め」
学年テーマは，「しょくぶつとくらし」。まず，思いうかぶ身近な植物をどんどん挙げていった。す
ると，花を見て楽しむ植物，食べることで関わる植物（野菜フルーツ穀物など）がたくさん挙げら
れた。その中で，なるべく人と多くの関わりがありそうなものに絞っていく。4月の末，ちょうど筍
の時期で，幼稚部に届いた東明学林の大きく立派な筍を目の前にして，関心が高まり，一気に研究テ
ーマが「竹」と決まった。
子どもたちには，竹を命あるものとして大切に扱い，その成長に興味をもち，人々の生活にいろい
ろな形で関わっている身近なものであることを，なるべく多くの体験を通して肌で感じてほしいとい
う願いのもと，研究が始まった。
（1）② 「筍の観察」（4月25日4月30日5月8日）
5月の休みの前後に筍掘りに行ってその様子を発表した
り，筍を持ってきたりする子どもたちが出てきた。そのお
かげで，みんなで予想した後に筍を横に切ったり，縦に切
ったりしてみた。初めて筍の中を割ってみたときの歓声は
大きかった。その後も，皮をさわってみたり，むいてみた
り，筍の感触，大きさ，重さ，形，しくみなどを調べた。
観察の後も，むいた皮を組み立ててみたり，頭の上にのせ
て遊んでいたりしていた。その後，むいて出てきた筍を調
理したものを食べたり，給食で出たときに特に興味をもっ
て食べたりしていた。次第に竹に親しみがわいていった。
（子どもたちの感想観察記録より）
・たけのこはすごくおもかったです。あんな大きいたけのこ
なのに，食べるところが少ししかありませんでした。
（79）
［図2］ 総合学習を通しての知的興味関心の深まりと活動の発展
写真1 筍の感触を確かめる
写真2 むいた筍を楽しむ
・たくさんの皮（60枚くらい）をきていました。何枚とってもまだまだ皮が出てき
ました。皮はふしのところについていました。
・中身がおもしろかったです。半分にわると，部屋がいっぱいあって，ほねみたい
に見えました。中はクリーム色でした。
・たけのこの外がわの皮はこげ茶色で，細かく短い毛が生えていて，ふさふさして
いました。さわったとき，くすぐったかったです。
・皮の先に黄緑色の葉っぱのようなものがついていました。下のところには，赤茶
色のぷつぷつがありました。ほりたてのたけのこと，時間がたったたけのことで
は下のぷつぷつの色がちがいました。
［評価及び成果］
・実際の筍を扱うことで，重さ，感触などを感じ取り，知的興味を膨らませていった。
・細かいところまで観察していて，次の課題となる成長のしくみにつながる気付きが多くあった。
（1）③ 「竹の成長」
竹について知りたいことを話し合った。いろいろな疑問点の中でも，まず筍がどのように竹になる
か知りたいということになった。学園内に竹林はなく，幼稚部と初等部の間に細い竹が少し生えてい
る程度であった。わたしたちが通常食しているのはモウソウチクの筍である。その成長を全員で間近
に観察するのは難しかったので，4月末から担任が自宅近くの竹林へ通い，成長の様子をカメラにお
さめて伝えることにした。校舎のどのくらいまで大きくなるのか予想を立てたところ，校舎の1階分
（天井まで），2階分，3階分，4階分，屋上より高いなど意見が分かれた。毎日の成長を教室で紙にシ
ールを貼りながら記録をしていったが，その成長の速さは，目を見張るものがあり，驚きの毎日であ
った。あっという間に自分たちの背を越し，教室の天井まで達した。また，筍が竹になるまでにどう
いう過程を経るのかということに大変興味を示していた。
実際には，次のように成長していった。〔1日目 土の上に顔を出す，7日目 すごい速さで伸びて
いく（1mくらい），14日目 下の方から筍の皮がむけはじめる（3mくらい），21日目 上の方は節
から枝が出始め，葉を広げていく（10mくらい），35日目 竹に成長〕という結果になった。最終的
に，校舎の屋上までの高さと同じになった。筍が頭を出してから，約二，三カ月で立派な竹になるこ
とが分かった。
［評価及び成果］
・竹の成長の仕方や速さについて，実感しつつ理解できた。
・竹の地下茎の部分を持ってきてくれた児童がいた。ちょうど小さい筍の芽が出ている様子が分かる
もので，竹の増え方，筍の誕生のしくみを理解することができた。
（1）④ 「竹の観察」（東明学林にて）
5月26日に生活科の学習で，東明学林に行ったとき，学級全員でモウソウチクの竹林を観察する
時間を設けた。まず，竹の高さに驚いていた。写真を見たり，長さを聞いたりするだけでなく，本物
が見られたことは大きな学びとなった。そして，竹林の音や光の入り方などを楽しむとともに，成長
途中の筍の様子や，若い竹の様子なども見られ，嬉しそうであった。
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絵1 筍
（観察記録より）
（観察記録より）
・竹がいっぱいありました。はじめて見た高い竹に私はびっ
くりしました。すごくすごく大きくて上を見上げてもおわ
りがないくらい高いです。
・白い粉がついていました。でもこするときえてしまいます。
ちょっとさわってみたら手につきました。
・たけのこは，下からゆらすと，上でくねくねして回転して
いました。
・竹林にはとってもせの高い竹がたくさんあり，すこしすず
しい緑色のふしぎな明るい世界でした。
・つぎに東明学林に行くときは，たけのこと竹がどうなっているか見たいです。
・まだたけのこの皮がついているのも，全身たけのこの皮でおおわれているのもありました。でもその竹は
まだやわらかく，おれてしまいそうでした。
・上と下だけ皮がのこっているものがたくさんありました。上がたけのこでも，先生何人分もの高さでした。
［評価及び成果］
・竹の高さ，太さ，葉や幹が風にゆれる音などを感じ取っている。
・実物を見られたことで，さらに興味関心が増している。
（1）⑤ 「竹と笹の観察」
国語の時間，単元「かんさつ名人になろう」の題材として竹の様子
を書きたいということになり，植物園から送ってもらった竹（ヒメハ
チク）や笹（クマザサ）の様子を，五感を使って観察し文章にまとめ
ていた。竹と笹の共通点も見つけられた。
（観察記録より）
「ヒメハチク」
・ふしのところから葉っぱがでていました。葉っぱは全部緑色でした。
・葉っぱはまっすぐに線が入っていて，切れました。先がとがっていまし
た。表のほうはさらさらして，うらのほうはざらざらしていました。
・ゆらしてみたらシャラシャラ音がしてさわやかな音でした。葉っぱはゆ
れて気持ちよさそうでした。
「クマザサ」
・葉をさわってみるとつるつるです。おもちのにおいがしました。中はみ
どりで，外がわはきいろでした。形は太っていて，まわりがぎざぎざし
ていました。
・くきのところは，細かい毛のようなものがついています。ベージュで，
皮がついたままになっていました。
［評価及び成果］
・国語の題材としても扱うことで，身近なテーマとして意識できるよ
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写真3 東明学林の竹林観察
絵2 ヒメハチク
（観察記録より）
絵3 クマザサ
（観察記録より）
うになってきている。
・観察のポイントを改めて学ぶことができている。
（2） 協同体験で竹について深める（第二次第三次）
竹の器作り，お作り，竹筆作り，竹炭作り，竹の楽器作りなどの体験を通して，竹の性質特徴
を感じ取っていった。のこぎり小刀なた金などの工具も扱ったので，心配もあったが，図工
科の教員の協力を得ながら進めていった。
（2）① 「漢字調べ」
竹かんむりの漢字を調べてきた漢字好きの児童がいた。「筍」という字は，一旬（十日間の意味）で
竹となるくらいの驚くほどの成長の速さを表している。その発表を受けて，国語の時間に，漢和辞典
で竹かんむりの漢字とそのでき方や意味をみんなで確認してみた。ことわざを調べてきた児童もいた。
このように，国語の学習にも広がっていった。
（感想より）
・昔から竹が身近にあって，昔の人が竹の生たいをよく知って慣用句やことわざを作っていたのだと思いました。
［評価及び成果］
・漢字やことわざの多さから，竹が生活に身近であることを感じることができた。
・漢字やことわざから竹の特徴を学ぶことができた。
（2）② 「竹製品集め」
朝の会を利用して，竹が使われている身近な生活用品，竹の葉など各自が持ってきたものを次々と
自主的に紹介していった。竹の葉を採集してきて，乾燥すると丸まることや，縦にさけることを発表
する児童もいた。次第に，教室のロッカーの上には，竹細工のものが集まっていったのである。
（感想より）
・竹は昔から身近な道具として使われてきたことが分かりました。プラスチックで作られたものとはちがった，
あたたかさのようなものが竹にはあるなあと感じました。
・今のようにプラスチックがないときには，身近にあってじょうぶで作りやすい竹のおもちゃがたくさんあっ
たことが分かりました。
［評価及び成果］
・竹製品が台所などに多くあることを発見し，身近なところで役立っていることに気付いている。
・竹製品から，竹が熱や水に強いこと，軽くしなやかなことなど竹の性質に目が向くようになってき
ている。
（2）③ 「流しそうめん」
○「器お作り」（6月27日）
毎年夏に幼稚部で行われている流しそうめんの会場を借りて，流しそうめんをすることになった。
まず，東明学林の竹で器とおを作った。器は，太い竹を用意して，節の少し下と，節でない方を少
し長くのこぎりで切り，切り口にやすりをかけて作った。おは，竹を細く割っておいて，先の方を
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小刀で削った。のこぎりや小刀を使うのは初めての児童も
多く，緊張しながら作っていた。作業を通して，竹の硬さ
を感じとっていた。
（感想より）
・のこぎりで切ったとき，力を出さないと上手に切れません
でした。と中でつっかかったりはずれたりしてちょっとむ
ずかしかったです。
・のこぎりで切ると，ギゴーギゴーと音がしました。かたく
て，先生におさえてもらわなければ切れませんでした。
・さい後のひといきのときに，竹がぶらんぶらんとしてもう
少しだと思いました。できてよかったです。
・竹を切っていると黄色のこなが出てきました。ふしぎだな
と思いました。
・たけのこのときはやわらかいのに，竹になるとなぜかたく
なってしまうのかなと思いました。
・はし作りでは，たてにして小刀でこするみたいにけずって
いきました。手がいたかったです。手を見たらかわがむけ
ていました。それだけ竹がすごくかたいのだなと思いまし
た。
・竹細工はかんたんにできると思っていたけれど，やりはじめると，のこぎりや小刀などをつかわないとでき
ないので，とても時間がかかりました。たいへんな思いをして作ったし，しぜんのそざいであたたかみがあ
って気持ちがよく，一生の宝ものです。
・家に帰ったら，できたらこの竹のうつわの中にごはんを入れたいです。
［評価及び成果］
・道具の使い方を学ぶことができ，竹の用途に応じて作業をすることができている。
・実物を使って作業することで，竹の硬さ，丈夫さを感じとっている。
○「流しそうめん体験」（7月3日）
東明学林の竹のを流れてくるそうめんをいただき，日本の夏らしい伝統的な風習を体験できた。
流しそうめんになぜ竹が使われているのかを考える機会にもなり，殺菌効果に気付いていった。
（感想より）
・自分で作ったうつわとおはしをはじめて使うとき，どきど
きしました。一生けんめいくろうして作ったのがやくにた
ちました。おはしはつるつるしていないので，思っていた
よりつかいやすかったです。竹林の中で食べているようで
した。おいしかったです。
・当日もう一つ竹で作られている「とい」というものがあっ
てびっくりしました。長くて太かったです。ふしのところ
をどうやってとったかがとてもふしぎでした。竹はいろい
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写真4 竹の器作り
写真5 竹のお作り
写真6 流しそうめん体験
ろなものに作られているのだなと思いました。
・竹のといの中は色が分かれていました。長い時間水があたっているところははだ色で，少しのところはうす
いはだ色でした。
・水もそうだけれど，竹もつるつるしているからそうめんが通るのかなと思いました。
・（流しそうめんを家でやった児童）ふしをトンカチやペンチでとるとき，さいしょのうちはやわらかかった
のでやりやすかったです。だんだん時間がたつと，かたくなっていました。
［評価及び成果］
・日本の伝統的な風習にふれることにより，生活と竹との結びつきを考えることができた。
・竹の特徴を生かした使い方についてさらに理解を深めた。
（2）④ 「竹筆作り」（10月16日）
内側の空洞がほとんどないコマチダケを使って，竹筆作
りをした。皮を削って細かくわれ目を入れておいた竹の先
を木でたたいて作る。先が細かくほぐれるまで，何度も
水につけてやわらかくしてたたく。ワイヤーブラシでこす
ってかすをとってできあがる。竹を細かく縦に裂いて筆を
作っていた歴史を感じ，漢字「筆」の竹かんむりの由来に
ついても実感することができた。
一生懸命作った竹筆を使い，大きな和紙に竹林の絵を描
き，昭和祭で展示した。
（感想より）
・わたしは竹ふでが作れると聞いたときは，本当かなと思い
ました。
・とてもかたくて木づちがはずんだかんじでした。ゆびにあ
たりそうでこわかったです。
・何ども何ども水につけたり，ふでを木づちでたたいたりし
たので，手がとてもいたくなりました。なかなかできなか
ったので，それだけじょうぶなのだと思いました。ずっと
たたいてやっとほぐれてきました。
・少しずつやわらかくなってできあがってくると，手のいた
いのもふしぎととれてうれしい気持ちでいっぱいになりました。
・最後にふでの毛をとくところで，ぼさぼさがさらさらになったときは気持ちがすっきりしました。できあが
ったもので，水をつけて校庭に絵を描いたりしました。とてもおもしろかったです。
・自分で作った竹筆で，大きい紙に竹林をかいたのがうれしかったです。
［評価及び成果］
・縦に入っている繊維を観察でき，竹の性質をさらに深く知ることができる。
・作った筆を活用する場を設定することで，さらに意欲がわいている。
（84）
写真7 竹筆作り
写真8 竹筆を使った竹林の絵
（2）⑤ 「竹炭作り」
夏休みに，個人研究で竹炭について調べてきた児童が多くいた。最初の指導計画には入れていなか
ったが，子どもたちから是非挑戦してみたいとの声が上がり，検討していくことになった。竹炭の効
果も高いことが分かり，作っていろいろなものに使ってみたいという意見もあった。
実際に学校で作るのはなかなか難しそうであったが，図工科教員の協力を得て，手作りの窯を作り，
砂場を使って，竹炭作りに挑戦した。給食室で不要になった食缶とブリキの管を，両方に切り込みを
入れて合体させて窯を作った。そこに，東明学林の竹を割ってつめ，砂場で火をつけてから入り口を
ふさぎ，いぶすように燃やした。
○「準備」（10月21日）
竹を，なたと金を使って縦に細く割っていった。でき
たものを，窯にぎっしり詰めていった。
（感想より）
・なたが竹の中に入ってしまったので，先のほうをたたいた
ら竹にひびが入って，そのあとどんどん入っていってぱか
んとわれました。
・流しそうめんのうつわ作りのときみたいにかたいと思って
いたけれど，あまりかたくなくてスパッときれたのでびっ
くりしました。半分がわれてとんでいってしまいました。
・竹をつめたとき，竹炭ができるようにねがいました。
［評価及び成果］
・横に切る時と縦に切るときの違いを実感していた。繊維
にそって割れる性質を学んでいた。
○「竹炭作り1回目」（10月29日）
砂場に窯を埋めて，火をつける。煙突から白い煙がでる
ようになったら，蓋の穴を小さくしていく。煙が透明にな
ったら，蓋も煙突も閉じて，冷ましてできあがりとなる。
最初に火をつけるところと，どの時点で火を止めるかの見
極めが特に難しかった。
（感想より）
・空き缶の中に竹を入れてその上で新聞紙に火をつけます。すごく煙が出ていたので目やのどがいたかったで
す。なみだが出そうでした。でも，けむりのにおいもだんだんかわってきました。
・すなをほったり，竹炭を作っているまわりで竹炭の火の番をしておべん当を食べたのが楽しかったです。
・一番大変だったのは，うちわでぱたぱたあおぐときです。ずっとやっていると手がつかれてしまいました。
・けむりは，たてとか横に出て流れていました。遠くまでにおっていました。
・さいしょは白いけむりだったけど，だんだん青くなりました。できたのかなあと思ったら，また白くなった
ので，いつできるのか分からなくなりました。
次の日，竹炭ができているかどきどきしながら開けてみた。一部，焦げ過ぎてしまったもの，竹の
ままのものもたくさんあった。ここで，子どもたちと相談してみると，どこを改善したらよいだろう
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写真9 竹を割る
写真10 竹炭作り
かと話し合い，もう一度挑戦してみたいということになっ
た。
（感想より）
・つぎの日，よく見ると，上の方はちゃんと竹炭になってい
たけど，下の方はまだ竹の色をしていて炭になっていませ
んでした。ちょっとがっかりでした。もうちょっと火が強
いほうがいいと思います。また竹炭を作りたいです。
・竹炭を出すときは，すごくくさかったです。ウィンナーみ
たいなにおいでした。出したときは，竹をきつきつに入れ
たのでくっついている竹がありました。
・竹を細くするといいと思いました。
・もうちょっと火が強いほうがいいと思いました。
［評価及び成果］
・炭作りを皆ですることで，協同意識が芽生えた。
・一回で諦めず，うまくいかなかった場合にもう一度挑戦
してみたいという，前向きな姿勢があらわれていた。
○「竹炭作り2回目」（1月27日）
諦めずに，もう一度竹炭作りに挑戦してみた。特に，最
初の火が長持ちするように心がけた。2回目は大成功となった。一度失敗した後だったので，喜びは
さらに大きかった。ものを作るためには，たくさんの手順をふむ必要があること，失敗も次に役立つ
ことなどを感じ取ることができた。このような積み重ねが
子どもたちにとって大切な経験になることだろう。最後に，
作った竹炭を使っておを焼いた。おが焦げてまわりが
あっという間に黒くなり，とても火力が強いことが分かっ
た。また，ヒヤシンスを育てていた1年生に，元気に育つ
ようにと，作った竹炭のかけらをプレゼントすることがで
き，喜んでもらえた。また，その他の竹炭は家庭に持ち帰
り，各家庭で活用した。
（感想より）
・木炭をつかったらすぐもえました。火がとても強くて，入
れ物からたくさんのけむりがでてきていました。
・前回より上手にできて，成こうしていい作品になりました。
とてもうれしかったです。お家でもできるといいです。
・入れるときふたがしまらないくらいだったのに，あけたら
すかすかでした。
・オーロラのように光っていました。
・表面がざらざらぷつぷつになっているところもありました。
できた竹炭はやわらかかったです。軽くなってもろくなっ
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写真11 竹炭を取り出す
写真12 1回目の竹炭
写真13 成功した竹炭
写真14 竹炭でおを焼く
ていました。
・竹炭は地球にやさしいので，作った竹炭を家でいろいろな
ものに使ってみたいと思います。
・竹炭を細かくして，いわしなどの魚の体にまぶしておくと
くさみがとれるのかやってみたいと思います。
竹炭には，植物の生育を助ける効果があるということで，
個人研究でその比較を行った児童もいた。アサガオの成長
の様子を，土に竹炭を入れるか入れないかで条件を変えて
比べている。
［評価及び成果］
・試行錯誤しながら取り組んでいく楽しさを味わっていた。
・1年生との交流が入り，人との関わりも広がっていった。
・竹の活用方法の一つを学び，これからの関わり方を考え
るきっかけとなった。
（2）⑥ 「楽器作り」
竹がもともと筒の形をしていること，表面も内側もなめらかであることから，たくさん楽器が生ま
れた。その中でも，竹の長さによって音の違いがあること，たたくと音がすることを利用して，自分
たちでも楽器を作ることになった。手作りの竹楽器を6種類（太鼓カスタネットシェーカーギロ
バリンビンチャイム）作った。竹の太さ，形そして音の出し方などによって違う竹の音色を楽しんだ。
舞台発表に向けては，音楽科の教員の協力を得て，リズムを習い，それぞれの楽器でリズムを変えな
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［表6］ 竹炭の有無による生育の違い
竹炭なし 竹炭あり
くきの長さ 1m10cm 2m16cm
花の大きさ 6.5cm 9.1cm
葉の大きさ 6.5cm 10cm
写真15 竹炭の有無による生育の違い
太鼓 シェーカーカスタネット
写真16 手作りの竹楽器
バリンビンギロ チャイム
がら合わせる練習をした。舞台の上で，歌とともに演奏した。
（感想より）
・竹のたいこは，えんぴつで穴のいちや大きさを決めます。穴をあけてみましたが，あまり音のかわりはあり
ませんでした。
・カスタネットを作りました。けっこう力をつかいました。でも，いい音が出てよかったです。
・竹は太くて長いほど低い音が出て，細くて短いほど高い音が出ることが分かりました。
［評価及び成果］
・音楽のリズムを学習できた。
・楽器作りをすることで，空洞の活用など竹の利用についてさらに考えることができた。
（3） 発表準備と発表（第二次第三次第四次）
（3）① 個人研究発表
事前に計画を立て，どのようなことを研究するか決めて，その方法や見通しも考えておく。 計画
に沿って，各自で夏休みに研究を進める。調べたことを4枚の紙芝居にまとめて発表する。表に絵や
図や大切な言葉を，裏に説明の原稿を載せる。枚数や形式を限定することで，本当に伝えたいことを
考えて，短く分かりやすくまとめる力が身についたと考える。夏休み明けに学級で一人10分程度の
研究発表を行った。
（感想より）
・夏休みに研究したのはたけのこのえいようについてです。研究していろいろなえいようがあることがわかっ
て，ますますおいしく感じてもっとすきになりました。
・友だちのはっぴょうを聞いていたら，竹炭にはにおいをすいとったり，人を早くねむらせるこうかがあるこ
とが分かりました。みんなでべん強するのは大切なことだと思いました。
［評価及び成果］
・研究計画を立てる力，研究を進める力がついてきた。
・友だちの発表を聞き，良い点は見習っていく姿勢が見られた。
（3）② 展示発表（昭和祭）
昭和祭の展示に取り組んだ。展示の構成を話し合うこと，説明の文や感想文をまとめることに苦労
していた。見てもらう方に分かりやすくと心がけ，最後ま
で粘り強く準備していた。文章を模造紙に書き写すことも，
子どもたちにとっては難しい作業で，時間をかけながら一
生懸命取り組んでいた。大きな和紙に，手作りの竹筆で描
いた竹林の絵（p.（84），写真8参照）は，味があって竹の世
界に引き込まれるような効果が出ていた。また，成長した
竹の高さを目で実感できるように表現したいとの思いから
作った，13m分の貼り継いだ紙も迫力があった。
（感想より）
・たけのこのふしをつけるときに，すぐにぽろっととれてし
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 竹の高さ13m分の紙
写真17 昭和祭展示1
まったり，きつくおさえているとき力がなくなったら交代
でやるのもたいへんでした。どこにつけたら本もののたけ
のこみたいにみえるか考えながらつけました。
・もけいのたけのこの皮になる茶色のタオルをはっていくの
がたいへんでした。
・いろいろな人に見てもらうので，ていねいに書かないと，
と思いました。
・わたしは竹がどれだけせい長するか，紙をどんどんはって
いきました。できあがってきたとき，竹はこんなにせい長
するんだなと思いました。
［評価及び成果］
・分かりやすい展示の内容及び方法について学ぶことができた。
・展示したものを分かりやすく発表するための工夫を学ぶことができた。
（3）③ 舞台発表
舞台で何を伝えたいか，舞台発表の準備は，その台本作りから始まる。研究内容のまとめをしなが
ら，台本に入れるべき大切なことを出し合う。そして，その内容を自然な形で表せる設定を考えてい
く。みんなで知恵を絞りながら，話し合いを重ねて，台本の設定，話の流れ，題名が決まっていくの
である。その結果，竹の役になりきって竹の性質を説明したり，実物を使いながら使われ方を伝えた
りすることになった。
発表の際に，研究内容を短くまとめて歌詞
にして，そこにメロディーをつけていく歌作
りにも挑戦した。文字数やリズムをそろえな
がら作成していく。メロディーは，思いつい
たものを鼻歌で歌っていくのを拾いながら全
体で考えながらつけていく。自分たちだけの
研究内容の入った曲になるので，できあがっ
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写真18 昭和祭展示2
写真19 いろいろな竹の使われ方を発表
写真20 楽譜
たけのこ にょきにょき まっすぐ空に
たけのこ ぐんぐん 伸びていく
昔から身近にいっぱいあって
竹は みんなの役に立つ
竹炭 繊維 まだまだあるよ
びっくり おどろき 竹パワー
地球を守る力になるよ
びっくり おどろき 竹パワー
参考:作成した歌
「びっくりおどろき竹パワー」
たときの子どもたちの喜びも大きい。歌とともに，制作した楽器でリズム演奏もできた。
（感想より）
・ぼくは，今日のえんそうでシェーカーをやりました。うまくできるかきんちょうしたけど，ちゃんとシャカ
シャカ音が出ていたからうれしかったです。
・わたしは，みんなできることをせいいっぱいしていると思いました。みんなの力を合わせるとこんなにいい
ことがおきるのかと思いました。
・さいごの楽器と歌のときは，楽しくできあがってうれしかったです。
・せりふの一つ前になるとこわかったです。せりふを言い終わったあと体があつくなりました。
［評価及び成果］
・広い舞台で大きな声で発表する発声方法から始まり，舞台の活用の仕方，表現の仕方，道具の提示
の仕方など舞台発表のさまざまな方法を学ぶことができる。
・国語，音楽などさまざまに学んだ力を使って，自分たちで劇としての発表を生み出していくおもし
ろさを感じている。
・学級全体としての連帯意識を高めていった。
（4） 学習のまとめ（第四次）
これからの竹との関わりを考える時間となった。夏休みの個人研究の際，竹林のもつ問題点につい
て，竹林を所有している方にインタビューをした児童がいた。最近では，プラスチックを使う人が増
えてきて，竹製品を使わなくなってきている。普通は，毎年冬になると，四，五年物の古い竹を切っ
て，竹林の管理をしているそうである。竹林を放っておくと，竹の成長力が強いので，竹林が多くな
ってしまったり，密集しすぎて立ち枯れたり，小さい木が育たなくなったりして土砂崩れを起こすこ
ともあるということであった。
竹林を手入れし，出た竹を上手に活用していくことが，地球を守ることにつながるのではないかと
いう意見が出た。実際に，使われている例としては，竹炭としての利用や竹酢液（竹炭を作るときに出
る煙を冷やした液）の利用，竹のお，竹の繊維を使った竹紙竹布などがある。
一年間を通して学習してみて，自己の成長を振り返る時間をとった。最初は知らなかったものを知
るよろこび，また友だちと一緒に研究することで研究内容を深めていける楽しさを実感したと振り返
っていた。調べ方，話し合い方，まとめ方，発表の仕方など自分ができるようになり身についたこと
が多くあることを感じることができたことは，子どもたちにとっても担任にとっても嬉しいことであ
った。
（感想より）
・一番おどろいたのはせい長の速さです。大きな竹林は長い年月をかけてできるものだと思っていました。で
も，大きな森林ができるのに何百年もかかるのに，竹林はあっという間にできてしまうのです。
・見た目はみどりでとてもきれいだけれど，思っていたイメージとはちがった竹の強さを知りました。そして，
竹にこまっている人たちがいることも知りました。竹をうまくつかって，地きゅうにやさしいかんきょう作
りができたらいいなと思いました。
・研究する前は，あまり竹は使われていないと思ったけれど，研究をして竹がくらしのすみずみまで使われて
いるのだなと思いました。竹を調べてから，私のノートはいっぱいです。
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・このあとも竹のふしぎなことを研究します。竹の花や実を見てみたいです。
［評価及び成果］
・今後の竹との関わり方について考えることで，今までの研究を振り返る時間になった。
・植物と人との関わりの中で，自分たちにできることを考えていた。
・自己を振り返りながら，これからの自分について意欲的に考えられるようになった。
2.実践を通しての児童の姿
○体験から学ぶ力
なるべく多くの体験をということで，図工科の教員の協力を得て，竹を使ったいろいろな活動を行
うことができた。竹の器作り，お作り，竹筆作り，竹炭作り，竹の楽器作りなどである。体験を通
して，竹の性質や特徴をじかに感じ取っていくことができた。子どもたちの表情も感想も生き生きと
している。
○こだわり，探求する力
特に興味深かったのは，竹炭作りである。夏休みの個人研究で関心をもった児童が多いことから取
り組んだ。一回目の結果は，うまくいかなかったものの，もう一度やってみようという姿勢が見られ，
子どもたちのこだわる力を実感することができた。
また，保護者からの話では，旅行に行ったときにも，竹林を見つけると興味を示しているという。
一年間かけて徹底的に調べることにより，子どもたちの思い入れも深くなっていることが分かる。
○関わる力
子どもたちの研究の姿勢はいつも積極的で，友達の発見にみんながよい刺激を受けて，さらに研究
を深めていくことができた。朝の会での発表も，自主的に行っていた。他教科との関わりの機会も多
く作ることで，学びが深まっていった。また，さまざまな角度から見ていくことで，竹の違う面を発
見するなど，常に新しいことに挑戦し，知ることの楽しみを味わうことができた。
○あらわし，創造していく力
個人での紙芝居発表，また，学級での展示発表，そして舞台発表と伝える相手や機会が違うことで，
さまざまな伝える方法を学ぶことができたと考える。表し方を工夫することで相手に伝わりやすくな
ることを，身をもって感じていた。
○自己を見つめる力
体験を通して自分の成長を実感していた。主体的に研究に関わっていくことで，視野を広め，社会
の中で生きている自分を深く考え見つめる力も身につけていった。
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写真21 手作りの楽器を使って演奏
3.評価
子どもたちと一緒に研究していくことで，学級担任にとっても実りの多い一年となった。振り返っ
てみると，最初に立てていた指導計画よりもさらに深い研究ができたと考えられる。夏休みの個人研
究を受けて一連の竹炭作りの活動が入ったこと，またどの時間も進んで結果についての感想や改善点
を述べたり，次に調べたいことについての意見を出したり活発に話し合いをもちながら進めたことが，
大きな成果につながったと言える。これは子どもたちの興味関心の高さによるものが大きい。
「竹」という題材をテーマに選んだことで，竹が日本人の生活に身近なものであるため，たくさん
の広がりをもたせることができた。子どもたちは，次から次へと発見して学んでいくよろこびを感じ，
常に前向きに学習に取り組んでいた。日本文化全体に関わっている竹を研究することで，漢字や詩
ことわざなどから国語の学習に，工作をすることで図工の学習に，文化行事で笛（能管）が使われた
能楽鑑賞，そしてオリジナルの曲作り，楽器作りと合奏などから音楽の学習にと広がり，まさにさま
ざまな感覚器官を使って体全体で竹の世界を味わうことができたと考える。
一年間多くの時間をかけて行う総合学習において，題材と存分に関わりながら活動できたことによ
り，文献のみに頼ることのない実感の伴った学習となった。また，題材を通して他教科との連携を図
ることで，子どもたちの思考力表現力計画力創造力自己を見つめる力などいろいろな力を引
き出すことができた。これは，各教科単独の学習では得られない貴重な経験であり，本校の特色ある
教育の一つであることを改めて確信した。これは，はじめに述べた総合学習研究構想と合致した研究
成果と言えよう。子どもたちには，今回の研究が，研究の進め方や姿勢を学ぶだけでなく，植物への
感謝の気持ちを忘れず，共に生きていくにはどのようにしていくとよいかを考えることに役立ち，全
校テーマ「みんなで生きる」ということを考える力になればと願っている。
竹というテーマが，多方面に広がる身近な題材ということもあったが，その他の植物でも，子ども
たちの探究心を上手に伸ばしていく方法をこれからも考えていきたい。
VII.まとめと今後の課題
本論考のまとめとして，「総合学習」を改善してみて良かった点をまとめる。また，今後発展させ
るための課題及び留意点を提示する。
「総合学習」を実践していて，一層達成できた点は以下の点である。
・第一に，カリキュラムの中に子どもたちの興味関心で進める教科を並存させることで，主体的な学
びを発展させることができた。子どもたちが生き生きと主体的に学習に取り組むことができ，学習
の手立てを考え自ら追究していく力がついていった。指導者を驚かせるほど子どもたちが成長して
いき，日々の学校生活にも影響してきた。
・第二に，横断的に各教科を結びつけながら実施することの効果を確認できた。一教科だけでなく広
く関わらせることで，子どもたちの理解も深まっていった。また，各教科にも影響し，それぞれの
学習において意欲や主体性が，一層感じられるようになってきた。
・第三に，一年かけてじっくりと研究することで，知的興味関心及び探究心が深まっていくことを感
じた。協同体験を入れながら，テーマを共有していくことで学び合いが進み，より充実した研究と
なっていった。
・第四に，一年を通して，順を追って研究の仕方を学ぶことができた。個人研究からグループ，学級
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と少しずつ研究を広げながら進めていく方法を学ぶことができた。また，前の学年までに得た研究
方法を活用して調べていく姿勢に生かしていた。
・第五に，継続的に学んでいく中で，自己の成長を実感しながら課題を追究している。自分に対して
の誇り，自信をもてるようになったと感じた。「総合学習」の中で主体的に学ぶことで，生きる力
が促進されたと考えられる。これは，「総合的な学習の時間」の目標にもつながるところである。
・第六に，教員においても効果が見られる。学年間，教員間で共通理解目標が図られた上で行われ
ることで，教員自身の指導意欲，学習意欲も相互に刺激されていった。
・第七に，家庭や施設などとの連携発展である。研究を進めていく上で，家庭の協力，専門家との
関わりも必要となってくる。その意味で，家庭やさまざまな施設との関わりの中で，調査や会話の
中からイメージが豊かになり，子どもたちの視野も広くなっていった。専門家を招いてのゲストテ
ィーチャーとの関わり等も貴重な経験となっている。
以上の点を踏まえ，より発展させていくための課題及び留意点を提示したい。
「総合学習」の実践で重要な一点目として，学級テーマの決定がある。学級テーマは，一年間の研
究を大きく左右するため，テーマの決定は慎重に行う必要がある。児童が望んでいるテーマを単に設
定するだけでは，「総合学習」で求められている力を児童に身につけさせることはできなくなる。児
童の希望と，学習効果の双方を生かすことができるようなテーマを導き出すことが教員の力量となる。
第二は，学級テーマを決定した後，それを展開していくための計画案の作成である。年間約100時
間を有する総合学習で，多くの体験や活動をすぐに設定することは容易ではない。時期と内容，単元
にあてる配当時間，体験活動として何を想定するかなど，長期に及ぶ詳細な計画案の作成に力を注ぐ
必要がある。
第三は，11月の昭和祭と2月の発表会での発表が「総合学習」の目的とならないように配慮する
ことである。二回の発表は，計画に基づいて実施されたそれまでの活動の成果の発表であって，発表
のための活動にならないように十分注意しなければならない。また，発表の準備の中にも，学習効果
が十分に得られるような手だてを考えておく必要がある。
第四は，各学級に委ねられている活動時間数を厳守することである。他の教科学習の時間を侵すこ
とのないように，計画された時間内で実施し，実施時間と内容を正確に記録しておかなければならな
い。
第五は，現状の課題として一番大きいことであるが，学年ごとの評価規準，学級ごとの評価規準，
単元ごとの評価規準を明確にしなくてはならない。現状では，学年ごとの評価基準の関連や，各学級
の単元構成での評価基準の設定が十分にできていない部分もある。さらに，実態に適した評価規準の
設定をする必要がある。
第六は，教員の「総合学習」に対する，興味と関心，計画力，児童の意見をすくいあげて学級に広
げていく意識，児童の意見をまとめる力など，教員の力量が問われる点をさらに高揚させる必要があ
る。
以上のような点をさらに充実させて，創立以来実施している「総合学習」が，昭和小学校の教育の
中枢に位置し，児童のさまざまな力をはぐくむ教育として確立することを目ざしている。
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註1『昭和っ子の研究 総合学習』［非売品］ 昭和女子大学附属昭和小学校
第1巻は昭和39年（1964年）12月に刊行。その後毎年，前年度の「総合学習」の学級ごとの活動内容を次
年度に掲載して発行されている。現在，平成22年度の研究を掲載した第48巻まで既刊。
2「総合的な学習の時間」の目標は以下のようになっている。理念において，本校の「総合学習」と共通してい
ることが確認できる。
『小学校学習指導要領』2008年における「総合的な学習の時間」の目標
「横断的総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，
よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や
探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにする。」
3『昭和っ子の研究 総合学習』第2巻「巻頭言」からの引用。
4 昭和女子大学附属昭和幼稚園，昭和小学校，昭和中学校，昭和高等学校が同時に開催する学園祭。幼稚園か
ら高等学校まで，部門ごとに設定したテーマに基づいての研究発表の場となっている。
5 昭和女子大学人見記念講堂。
6 学校法人昭和女子大学が所有する神奈川県足柄上郡にある研修施設。3年生以上は毎年宿泊を伴う校外活動
を行う。1年生，2年生は宿泊を伴わない行事として利用している。
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